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女 The Fair Maid of Perth』（1828）の舞台でもあり，英
文学者としての漱石の関心を引き付けるだけの由緒を































































































わせて「石の多い場所」の意味（注 3稲垣 2004著書 p.179）。





















ないが，たとえば ‘England After the Conquest 700’ ,“ Th e 
Public Schools Historical Atlas” edited by C. Colbeck ,M.A.; 





13.4cm。近似した地図としては，たとえば ‘Scotland in 
1285’ , “A School Atlas of English History” edited by Samuel 
Rawson Gardiner, London : Longmans, Green, 1892.が挙げ
られる。











年）参照。注 3稲垣 2004年著書では経営者は J=アームス
トロング氏となっているが，1988年以降は Derek Smail氏
がオーナーとなり現在に至っている。
21　注3稲垣2004著作p.189に漱石当時の庭園の推定図を載せる。
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